
84 第2編地方別にみた地下水

探層地下水の水質については，上記の試掘井のうち 2井の水質が不良であり ，全体としては良

好とはいい難い。浅層地下水についても，沖積地では表層部に泥炭が分布することが多く ，場所

によっては水質が不良である。
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10.上川 盆地

(1) 地形 ・地質

上川盆地は ， 北海道の中央部にある海抜 100~ 200 m，広さ約 4001三1112の内陸盆地である。

盆地へは石狩川，忠、別川，美瑛川，オサラベツ川， 牛朱別川などが流入し，これらは盆地の西端

で石狩川に合流している。

上川盆地の西側の山地は，神居古海構造帯に属し片岩類や蛇紋岩よりなっており ，北側の山地

は白亜紀の砂岩， 頁岩な どよりなる。東側は，先白亜紀の粘板岩，輝線凝灰岩よりなる山地で，

南側には更新世の十勝溶結凝灰岩よりなる丘陵がある。盆地の中には，近文台，神楽台と呼ばれ

る比高 30~ 40 m の台地がある。この台地は ， 浴結凝灰岩を基礎とし ， その上に 5~10111 の厚

さをもっ段丘堆積物をのせている。 盆地下には，厚い第四紀土佐積物が存在し，深井戸資料によれ

ば，その厚さは盆地中央部で 200111に近い。 また，盆地の縁辺古11では段丘あるいは盆地周辺の

表 2-1-18 上川盆地周辺の地質屑序

時代|地 層 | 岩 相

新Y世E 
現河床磯積物 砂磯，砂

第
湿地堆積物 泥炭，シノレト，粘土

更
低位段丘堆積物 砂胤粘土

四
溶結凝灰岩

~i 

高己
中・下部更新統 1深，砂，粘土

世
下部吏新統 磯岩ほか

先第四紀 先第四間糊|
先第四紀火成岩類

(山口ほか{けを一部改変〕

丘陵をつくっている溶結凝灰岩が沖積面下に

も連続して分布する 〈表 2-1-18，図 2-1-29)。

(2) 地 下 水

上川盆地の地下水に関する調査研究として

は，山口ほか(1)の調査がある。上川盆地にお

いて主要な帯水層を形成しているのは，第四

紀の堆積物である。 この第四紀堆積物は，盆

地の中央部で 200m近くあり ，1深層が卓越

している地域が多い。このため，当盆地は縁

辺部の一部を除いて，浅層，深層の地下水と

も，概して豊富であり ，旭川市街地を中心と

して相当数の深井戸が存在する。

上川盆地の中で，諜層地下水の採取条件がよいのは石狩川左岸地域〈当麻北部~旭川市街)であ

り， 深さ SOmまでの部分に水量豊かな帯水層が多く ，これらから採水している深井戸の比湧出

量は 200 ~ 4，000m3fd/mときわめて大きい。ただし，上記の帯水層の地下水は Fe++，Cl-， 804ー
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などの含有量が多く ，

(Lコ沖税対ぽi物
一 一|ば羽段丘判L積物第四紀|凶司
凡 l区ヨ括主結凝灰岩

l~ 中~下部更新世ijf:積物

例
先第四紀 巨~ jiM:ì'l岩および火山岩類
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この地域で‘良好な水質をもっ井

戸は， 50m以深にストレーナーを設けているものが多い。しかし，帯水層の能力は小さくなる

ようである。

金地の東南部を占める忠別川流域では第四紀の堆積物の厚さは 100m程度あるが良好な帯水

屈は少ない。盆地の東端部のオサラペツ)I [流域も ，基盤岩までの深度は約 100m と相当深いが，

地下水には恵まれていない。美瑛川流域においては，沖積面下数 m から 30m以深に最大厚さ

40m程度の溶結凝灰岩がある。この溶結凝灰岩は透水性が小さく ，帯水層になり得ないが，こ

の下位に有力な被圧地下水を有する帯水層が存在する。神楽台，近文台等の台地においても ，台

地を構成する溶結凝灰岩の下位に第四系の堆積物が存在し，これらが帯水層となり得ると考えら

れる。ただし，この部分では溶結凝灰岩がj享く;貯水層の深度が相当深くなるものと考えられる。

(谷岡健則〉
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11.富良野盆地

(1) 地形 ・地質

富良野盆地は上川盆地に隣接した盆地で，その境には十勝岳溶結凝灰岩がつくる緩い丘陵が存

在する。富良野盆地の面積は上川盆地の約 1/3であり， 盆地の標高は上川盆地に比して 60m以

上高い 170-250m である。

盆地の北部および東部は，主として十勝岳裕結凝灰岩よりなる丘陵，山地であり，南部および


